
みなさまへみなさまへ

～安全なキャンパスを目指して～安全なキャンパスを目指して

本部構内交通安全対策を提示します！！

吉田キャンパス、特に本部構内の交通安全について、多数の方からご意見をお伺いし、会議等で議論を
重ねてきましたが、昨年末、現状の問題点を共有し、これまでの構内交通安全対策についての検討の経緯
を情報公開させていただき、今年1月から２月に本部構内交通アンケートを実施しました。

アンケートの結果やご意見について、３月７日にホームページに公開しました。ご回答いただきました
みなさまには、お礼申しあげます。また、記述式でいただいたご意見について、整理させていただき再度
公開させていただきます。【別資料：記述式のご意見について（問５、問７、問8）】

アンケートでいただいた、みなさまからのご意見を踏まえ、以下の本部構内交通安全対策を提示させて
いただきます。
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■本部構内の自動車の対策

●現状の入構ルールの周知とその厳格な実施で必要な車両以外の入構を減らし 安全性を高●現状の入構ル ルの周知とその厳格な実施で必要な車両以外の入構を減らし、安全性を高
めます。

・年間許可証（業者、教職員）の発行枚数の
見直し実施（平成24年度当初）

・臨時入構車両の規制強化
・違反駐車へのチェーンロックの徹底

●構内入出構ルートの変更と
駐車場の配置見直しを行います。

東 条通り 正門東側から 入出構・東一条通りの正門東側からの入出構
（百万遍門・北門は緊急車両以外閉鎖）

・一般車両の一方通行の設定
・駐車場の区分（一般駐車場、

障がい者用駐車場、、
搬入等業務用駐車場）

・通行ルート、駐車場マップの
作成と公開

▲再配置計画図 案
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■バイクの走行と駐車について

●現状ルールを徹底しましょう●現状ル ルを徹底しましょう
本部構内をオートバイで走行することは、その騒音が授業の妨げになり、また非常に危険であるため

平成13年4月12日から走行を禁止しています。
本部構内におけるオートバイの取扱いは、京都大学のホームページに掲載されており、その取り扱い

を継続することで安全を確保してまいります。
掲載URLは http://wwwkyoto-u ac jp/ja/access/bike/index htm掲載URLは、http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/access/bike/index.htm

▲京都大学ＨＰより抜粋 ３



■自転車乗車マナーについて

●乗車マナ の向上を！●乗車マナーの向上を！

自転車の運転マナーに対して問題があることの意見を多
くいただきました。歩行者側からみれば、脅威であり、取
り返しのつかない事故が発生しないように未然防止対策をり返しのつかない事故が発生しないように未然防止対策を
講じなければなりません。

今回の提案のハード面の対策は、附属図書館と法経済学
部本館の間の道路や工学部３号館北側、西側をリスクが最
も高いゾーンと考え その場所での自動車乗り入れを抑えも高いゾーンと考え、その場所での自動車乗り入れを抑え
、歩行者と自転車の通行の安全のために、一部の道路駐輪
を解消できるように周辺部分に駐輪場の新設を実施するこ
とを提案し、リスクを低減させるよう改善していきたいと
考えています。

併せて、個々の自転車利用者が、スピードの出しすぎ、
運転に専念しない「ながら運転」やブレーキ、ライト点灯
などの整備不良などに注意していくよう意識を高めていた
だかなければなりません。

ご意見にもありましたが、自転車は危ない乗り物です。
人を傷つけたりした時の責任や保証の問題は、事故が起き
てからでは遅いのです。

また、自己防衛としての保険への加入は、事故の抑止や
意識改革にもつながると思います。乗車マナーについては
、関係部署と継続した対応を行ってまいりたいと考えてい
ます。

▲学内通知より４



問４ 本部構内に駐輪場を増設するこ

■駐輪場の整備について Ⅰ

アンケートの結果、約6割の方が増設を希望されています。
現在 本部構内には 指定されている駐輪スペ スが約3700台分しかあり

15%

問４：本部構内に駐輪場を増設するこ

とについて

1.増設した方がよい

2 どちらでもよい

現在、本部構内には、指定されている駐輪スペースが約3700台分しかあり
ません。これに対し約6700台の自転車が駐輪されており、半数近くが指定場
所以外のところに駐輪されているのが現状です。

そのため歩行者、自転車の通行の妨げになるばかりか、消防車や救急車な
どの緊急車両の通行に支障をきたす状態にあります。また、日常的に接触事

59%
26%

2.どちらでもよい

3.いまのままでよい

故が起こりやすい状態が見られます。
約6700台の駐輪自転車の数は、放置自転車の撤去前の数であり、概ね1000

台の放置自転車を含んでいると推測されるため（実際、毎年本部構内におい
て約1000台の放置自転車を集め撤去しています）、5700台程度の駐輪場を最
低確保する必要があると考えました。

▲アンケートの結果抜粋●新たな駐輪場について
◎新たに設ける（指定する）目的は、「駐輪が過密な場所の改善を図る」ことを第一に考えます。

「駐輪が過密な主な場所」

低確保する必要があると考えました。

附属図書館と法経済学部本館の間
総合研究２号館北側、西側
工学部３号館北側、西側

◎新たな駐輪場の確保の方法◎新たな駐輪場の確保の方法
①駐車場を駐輪場に変える

（自動車対策と並行して、敷地の北ゾーンにある駐車場をすくなくし、車両通行の頻度を減らすことを合わせて行う）
附属図書館、法経済学部本館周辺 ⇒「教育学部本館南側に増設」
工学部３号館北側、西側 ⇒「総合研究４号館南側、文学部東館北側、工学部１号館北側に増設」

②中庭スペ スを駐輪場とする②中庭スペースを駐輪場とする
総合研究２号館北西部分 ⇒「総合研究２号館中庭に増設」
工学部３号館北側、西側 ⇒「工学部電気総合館南側中庭、総合研究５号館中庭に増設」

③道路添いのスペースを新たに指定する
（非常時の緊急車両の通行、消防隊の消火活動スペース、屋外消火栓設備の使用、通常の歩行者通路の確保などに支障

のないスペースを新たに指定する）
附属図書館、法経済学部本館周辺 ⇒「法経済学部北館西側、総合博物館南側を指定」
その他各所
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附属図書館と法経在学部本館の間
(2)

<1>1

(1)

<2>

(1) サイクルラック224台分増設（駐車場→駐輪場）
(2) サイクルラック84台分指定（道路沿い→駐輪場）

総合研究2号館北側、西側

<1>通路確保のため105台分削減
<2>臨時駐輪場として使用継続

ライン224台分増設（中庭→駐輪場）緊急車両通行のため218台分削減 ６



(1) (2)工学部3号館北側、西側

(3)

(1) 屋根付・サイクルラック・ブロック484台分増設（駐車場→駐輪場）
(2) 屋根付135台分増設（中庭→駐輪場）
(3) ライン53台分指定（道路沿い→駐輪場）

通路確保のため478台分削減
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■駐輪場の整備について Ⅱ

●現在、駐輪されているが、緊急車両の通行や歩道確保のために駐輪を控えていただく●現在、駐輪されているが、緊急車両の通行や歩道確保のために駐輪を控えていただく
場所について

非常時の緊急車両の通行、消防隊の消火活動スペース、屋外消火栓設備の使用、通常の歩行者通路の確保、建物玄関
やスロープへのアプローチ確保などのために、特に駐輪を控えていただく場所を設定します。
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■駐輪場の整備について Ⅲ

●サイクルラックについて
・図書館玄関周辺や道路沿いに設けた駐輪場などでは、有効に置けて、出し入れ便利な金属製ラックを設けます。図

書館玄関周辺の既存のコンクリートブロックのラックは、構内の別の場所で移設し再利用します。

駐輪状況の
過密な場所に設置

新規サイクルラックイメージ

＜自転車が倒れ、出し入れしにくい状況＞
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■駐輪場の整備について Ⅳ

●駐輪マナーの向上へ●駐輪マナ の向上へ

アンケートの結果でも、駐輪禁止に対しても6割以上の方の
賛同がありました、

道路にはみ出したり、歩行者や障がい者の通路を塞いで駐輪
しないように心がけましょう 設定された駐輪場が満杯な場合しないように心がけましょう。設定された駐輪場が満杯な場合
は、最寄りの空きスペースでの駐輪をお願いします。

一方、駐輪が過密な場所の改善を図るため新たな駐輪場の整
備を行いますが、過密な場所は、構内移動用などの自転車が長
期に駐輪されている様子が目立つため、長期に利用しない場合
は、駐輪場所を分散化して、過密な駐輪場の有効活用にご協力
くださいますようお願いします。

【資料：駐輪状況（現状）休日の駐輪状況】（P.11）
【資料：駐輪状況の時間帯ごとの増減調査
（エリアごとの満車率）】（P12～15）（エリアごとの満車率）】（P.12 15）

問６：駐輪場以外のところは、駐輪禁止とす

36%

問 駐輪場 、駐輪 す

ることについて

1.賛成する

64%

36%

2.反対する

▲アンケートの結果抜粋
▲学生便覧２０１１より抜粋 10



休日の駐輪状況（Ｈ２４．３．４ ＰＭ１時～３時）

※1 ○囲み数字は休日（平成２４年３月４日（日）、午後１時～３時）の駐輪台数
※2 ○囲み以外の数字は平成２３年４月２８日（木）、５月１３日（金）、５月１８日（水）各午後の駐輪台数の平均
※3 ：休日の台数÷平日の平均台数が80％以上の箇所（但し、屋根付駐輪場を除く）
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駐輪状況の時間帯ごとの
増減調査増減調査

ＥＤＤ

Ｂ
Ａ

Ｃ

駐輪状況調査エリア位置図

A・B・C・D・Eエリア

・駐輪状況調査エリア位置図の各地点において、時間帯別の駐輪状況を調査した。
・調査は平成23年12月22日と平成24年1月11日、12日の3日間行い、

駐輪台数の平均値を平成23年5月（平日午後）に調査した台数で割った値（%表示）をグラフ化した。 12



駐輪状況の時間帯ごとの
増減調査増減調査

Ｇ
Ｆ

駐輪状況調査エリア位置図

F・Gエリア

・駐輪状況調査エリア位置図の各地点において、時間帯別の駐輪状況を調査した。
・調査は平成23年12月22日と平成24年1月11日、12日の3日間行い、

駐輪台数の平均値を平成23年5月（平日午後）に調査した台数で割った値（%表示）をグラフ化した。 13



駐輪状況の時間帯ごとの
増減調査増減調査

Ｈ Ｉ

駐輪状況調査エリア位置図

H・Iエリア

・駐輪状況調査エリア位置図の各地点において、時間帯別の駐輪状況を調査した。
・調査は平成23年12月22日と平成24年1月11日、12日の3日間行い、

駐輪台数の平均値を平成23年5月（平日午後）に調査した台数で割った値（%表示）をグラフ化した。 14



駐輪状況の時間帯ごとの
増減調査増減調査

Ｊ

Ｋ

駐輪状況調査エリア位置図

J・Kエリア

・駐輪状況調査エリア位置図の各地点において、時間帯別の駐輪状況を調査した。
・調査は平成23年12月22日と平成24年1月11日、12日の3日間行い、

駐輪台数の平均値を平成23年5月（平日午後）に調査した台数で割った値（%表示）をグラフ化した。 15



■放置自転車の対策ついて

●放置からリユース・リサイクルへ

今年度も、放置自転車の撤去を実施しましたが、吉田キャ
ンパス全体で約２6００台の放置と思われる自転車が発生
し その大半を持ち主不明の大学構内の拾得物として扱いし、その大半を持ち主不明の大学構内の拾得物として扱い、
その後廃棄しました。驚くべき台数ではないでしょうか。ま
た、毎年同数を廃棄し続けていることは、非常に問題です。

一方では、学生さん主催の歴史あるリユース活動や生協の
リサイクルや無料回収活動が行われています。しかしなが
ら、放置自転車の台数を大きく減小させる活動とするには、
至っていません。環境配慮行動とも繋がる活動であり、年度
をまたいで放置される自転車が、新年度のあたらな構成員の
自転車と併せて構内交通安全にとって不安全な状況をつくっ
ています。この問題については、構成員のみなさまや民間企ています。この問題については、構成員のみなさまや民間企
業などからもプロポーザルを求めてきたいと考えています。

▲京都大学生協のパンフレットより抜粋
16



最後に

アンケートでいただいた、みなさまからのご意見を踏まえ、以上のように本部構内交通安全対策を提示させていただきま
した。

この案について、ご意見のある方は、環境安全保健機構のお問い合わせかフォームか、末尾の事務担当のメールアドレス
へお願いしますへお願いします。

環境安全保健機構のお問い合わせ用のURLはこちら
⇒http://www.esho.kyoto-u.ac.jp/contact/

なお ご意見は 平成２４年４月20日までにいただきますようお願いしますなお、ご意見は、平成２４年４月20日までにいただきますようお願いします。

また、昨年、本部構内以外の吉田キャンパスでの交通安全対策について、構内を超えて検討を進めるため、吉田キャンパ
ス構内安全対策検討会を立ち上げました。今回のアンケートやご意見も多数いただいており、継続して検討を進めてまいり
ますことを申し添えます。

平成２４年３月30日
副理事・環境安全保健機構長

大嶌 幸一郎

お問い合わせ先（事務担当）
施設部 環境安全保健課 安全担当
（電話）２３８２ （ファックス）２３５５
（メール）810anzen1@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
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